
議
席
5
番

櫻
井
　
実
　
議
員

議
席
12
番

斉
藤
　
政
雄
　
議
員

Q  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
然
災
害
発

生
に
際
し
て
、
避
難
場
所
や
避
難
先
の

安
全
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

Q  

染
谷
川
の
改
修
事
業
は
昭
和
49
年

に
事
業
認
可
を
受
け
昭
和
50
年
か
ら
国

補
事
業
と
し
て
実
施
し
、
河
川
敷
の
用

地
取
得
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
改
修
計

画
の
変
遷
に
つ
い
て
。

A  

染
谷
川
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
現
況
の
流
下
能
力
や
冠
水

被
害
の
要
因
を
調
査
検
討
し
、
河
川
改

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
に
つ
い
て

染
谷
川
に
つ
い
て

い
る
の
か
。

A  

災
害
発
生
時
に
は
、
広
域
避
難
プ

ラ
ス
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
複
合
災
害
に
な

る
。
３
密
を
避
け
る
避
難
所
運
営
で
は
、

受
け
入
れ
が
４
割
減
と
な
る
。
「
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
」
意
識
が
重
要
で
、

町
内
の
２
階
以
上
に
垂
直
避
難
す
る
エ

リ
ア
指
定
を
検
討
し
て
お
り
、
小
学
校

区
単
位
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
「
コ
ロ

ナ
禍
の
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
」
を
反
映
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
全
戸
配
付
す
る
。

広
域
避
難
を
要
す
る
場
合
は
、
感
染
リ

ス
ク
よ
り
も
「
命
を
守
る
行
動
」
を
優

先
し
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
。

 
（
危
機
管
理
部
長
）

Q  

小
中
学
校
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
、

先
生
か
ら
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

学
校
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
か
。

A  

文
科
省
か
ら
「
学
校
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
参
考
に
対
応
す
る
。 

 

（
教
育
次
長
）

Q  

本
町
の
「
さ
か
エ
ー
ル
」
の
加
盟

店
（
地
元
応
援
券
・
ふ
る
さ
と
ク
ー
ポ

ン
）
へ
の
安
全
・
安
心
な
利
用
対
策
と

し
て
県
の
「
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ

ん
」
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

A  

現
在
、
当
町
で
は
、
１
０
０
件
の

事
業
所
が
登
録
し
て
い
る
。
茨
城
県
で

は
、
「
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
」
の
登
録
を

義
務
化
す
る
条
例
を
議
会
に
提
案
し
て

お
り
、
条
例
可
決
後
、
県
の
指
導
に
従

い
登
録
を
推
進
す
る
。

 

（
秘
書
公
室
長
）

修
に
よ
る
効
果
と
上
小
橋
五
差
路
上
流

に
調
整
池
を
設
置
し
た
場
合
の
効
果
に

つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

上
小
橋
五
差
路
か
ら
上
流
部
も
含
め
染

谷
川
全
体
の
改
修
を
行
う
場
合
、
調
整

池
を
設
置
す
る
場
合
よ
り
低
い
概
算
事

業
費
で
、
同
様
の
効
果
が
期
待
で
き
る

と
の
結
果
に
な
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
、
調
整
池
設
置
に
か
か

る
費
用
を
河
川
改
修
費
に
充
当
し
集
中

的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
冠
水
被
害

の
軽
減
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

下
小
橋
水
田
遊
水
対
策
組
合
及
び

染
谷
地
区
地
権
者
に
つ
い
て
。

A  

染
谷
川
に
つ
い
て
は
、
下
流
か
ら

順
次
改
修
事
業
を
進
め
て
お
り
、
現
在

下
小
橋
地
内
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
下
小
橋
水
田
遊

水
対
策
組
合
及
び
染
谷
地
区
の
地
権
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
。

　

今
後
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し

河
川
改
修
事
業
の
整
備
促
進
を
図
っ
て

い
く
が
、
下
小
橋
水
田
遊
水
対
策
組
合

及
び
染
谷
地
区
地
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

下
流
域
の
冠
水
被
害
軽
減
の
た
め
引
き

続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

（
建
設
農
政
部
長
）

る
D
V
や
児
童
虐
待
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
当
町
に
お
け
る
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
。

A  
児
童
相
談
所
や
子
ど
も
未
来
課

で
家
庭
訪
問
を
行
い
、
保
護
者
へ
の
面

接
指
導
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
事
案

内
容
に
よ
っ
て
は
、
児
童
相
談
所
な
ど

の
関
係
者
に
よ
る
要
保
護
児
童
対
策
会

議
を
開
催
し
、
事
案
ご
と
に
対
処
方
法

の
確
認
を
行
い
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
児
童
の
安
全
確
保
を

第
一
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

（
福
祉
部
長
）
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